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会社概要

会社名

英語表記

創業

設立

資本金

従業員数

事業内容

店舗数

株式会社スノーピーク

Snow Peak, Inc.

1958年７月

1964年１月

27億7,931万円

697人（連結）※臨時従業員を除く

アウトドア製品の開発・製造・販売

アパレル製品の開発・製造・販売

直営店：45（日本：35）

インストア：74（日本：74）

ショップインショップ：257（日本：226）

エントリーストア：250（日本：247）

※2022年12月31日時点

決算メモ

事業年度

定時株主総会

期末配当金
受領株主確定日

1単元の株式数

証券コード

上場証券取引所

株主名簿管理人

公告方法

1月1日から12月31日まで

3月

12月31日

100株

7816

東証プライム

三井住友信託銀行株式会社

電子公告とする。ただし、事故その他

のやむを得ない事由によって電子公

告による公告ができない場合は、日本

経済新聞に掲載して行う。

事業所・グループ会社

株式会社 スノーピーク
〒955-0147 新潟県三条市中野原456 ｜ Tel. 0256-46-5858
https://www.snowpeak.co.jp

Company Overview

● 国内拠点

HEADQUARTERS（新潟県三条市）

Operation Core HQ2（新潟県見附市）

Tokyo HQ3（東京都渋谷区）

● 国内子会社・グループ会社

株式会社スノーピークウェル（新潟県見附市）

株式会社スノーピークビジネスソリューションズ（愛知県岡崎市）

株式会社スノーピーク地方創生コンサルティング（新潟県三条市）

株式会社スノーピーク白馬（長野県北安曇郡白馬村）

株式会社スノーピークローカルフーズ（新潟県三条市）

株式会社デスティネーション十勝（北海道帯広市）

株式会社キャンパーズアンドアングラーズ（北海道札幌市）

株式会社新潟デザイン＆キャピタル（新潟県新潟市）

● 海外拠点・子会社

Snow Peak Korea, Inc.（韓国ソウル特別市）

Snow Peak USA, Inc.（米国オレゴン州ポートランド）※Global HQ4

Snow Peak HOSPITALITY, LLC（米国オレゴン州ポートランド）

Snow Peak London, Limited.（英国ロンドン）

OPERATIONS CORE（米国オレゴン州ポートランド）

Snow Peak Nature （Beijing） Cultural Development Co., Ltd. （中国北京市）

Snow Peak Taiwan, Inc. （台湾台北市）

● キャンプフィールド

スノーピークヘッドクオーターズキャンプフィールド（新潟県三条市）

スノーピーク箕面キャンプフィールド（大阪府箕面市）

スノーピーク奥日田キャンプフィールド（大分県日田市）

スノーピーク十勝ポロシリキャンプフィールド（北海道帯広市）

スノーピークおち仁淀川キャンプフィールド（高知県高岡郡越知町）

スノーピーク土佐清水キャンプフィールド（高知県土佐清水市）

Snow Peak LAND STATION HAKUBA（長野県北安曇郡白馬村）
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ソリューション力の
高い人が増える 

生きることの素晴らしさを
知る人が増える

自然を大切にする
人が増える 連携して共創できる

人が増える

自分の底力を発揮できる
人が増える

自己肯定感を
持つ人が増える

自分を表現できる
人が増える

人の気持ちを大切にする
人が増える

次世代のための成長を
考えられる人が増える クリエイティビティを

発揮する人が増える

災害に強い人が増える

1 2

手を差し伸べられる
人が増える



Top Message
Snow Peak, Inc. Chairman & President / CEO

Tohru Ya ma i
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10,579

13,849
15,257

業績ハイライト Performance Highlights 事業別の概況 Business Overview

●引き続きキャンプ需要が高い水準で推移した結果、当社製品への需要

拡大がみられ、2022年前半は好調に推移しました。夏場以降、猛暑や

他のレジャーへの選択肢の増加によりキャンプ需要が落ち込み、その

影響で卸売先の在庫が滞留したことで当社製品のセルインが進まず、

2022年後半は苦戦したものの前年比では増収となりました。

●急激な円安進行や原材料価格高騰による売上原価増加、また今後の成長

のための人財投資などにより販管費が増加し、営業利益・経常利益は前年

比減益となりました。

●既存店舗及び海外現地法人の収益性見直しによる減損損失計上により、

親会社株主に帰属する当期純利益は前年比28.6％の減益となりました。

※当社は、2021年12月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行いましたが、2019年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産及び１株当たり当期純利益を算定しております。
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「野遊び」を軸に、
ライフバリューブランドを展開

POINT
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キャンプフィールドアウトドア

「野遊び」を体験できる場としてスノー
ピークが運営するキャンプフィールドを
展開。

厳しい自然での検証に裏打ちされた高
性能・高品質でハイエンドなキャンプ
製品を展開。

2022 4.5億円

2.6億円2021

2022 248.2億円

209.8億円2021

アパレル

街着として日常的に着ることができな
がら、そのまま自然の中にもアクセスし
やすい服を展開。

2022 33.2億円

25.9億円2021

地方創生
コンサルティング

「野遊び」「キャンプ」をキーワードに地
方自治体に対して地方創生や地域活
性化のためのコンサルティングを実施。

2022 1.7億円

2.1億円2021

ビジネス
ソリューションズ

企業向けにアウトドアオフィスやアウト
ドア研修を提供。他にも企業向けITソ
リューションの提供を展開。

2022 11.2億円

9.9億円2021

アーバンアウトドア

ご自宅内でキャンプを体験できるような
商材をハウスメーカーや工務店向けに
展開。

2022 2.2億円

2.9億円2021

Snow Peak Eat

こだわりの食材と調理方法を選択し、
キャンプで作る料理を体験できる場所
を提供。

2022 6.3億円

3.7億円2021

遊 遊

食 働住

遊

衣



地域別の状況 Status by Region 2022 ハイライト ｜  国内・海外 Highlights in 2022

海外拠点の強化を通じて、 「野遊び」のグローバル化を加速。

日本
Japan

コロナ禍におけるキャンプへの関心の高まりにより、キャンプ需要は高い水準で推移いたし

ました。一方で、余暇の選択肢の多様化など顧客動向にも変化がみられる中、2022年は

体験価値の提供の強化に注力し、体験価値を提供する場として、新規出店や店舗増設の

ほか、4月には大型施設 FIELD SUITE SPA HEADQUARTERS を開業いたしました。

また、ライフバリューポイント制度の導入やコミュニティ創造の促進を目指したコミュニティア

プリのリリースなどを行い、ハード・ソフト両面から体験価値の提供強化に取り組みました。

2022 217.0億円

195.6億円2021

米国
the United States

2019年にSnow Peak USA, Inc.を設立。2020年には本社機能を有する戦略拠点である

Global Headquartersをオレゴン州ポートランドに開設、2021年には戦略的物流拠点となる

US OPERATIONS COREの稼働も開始し、大手取引先の開拓・深掘りに注力し、卸売を中

心に事業を拡大してまいりました。2022年10月にマンハッタン地区SoHoエリアから、ニュー

ヨーク市ブルックリン地区に直営店を拡張移転いたしました。スノーピークの世界観をより可視

化できる直営店としてリニューアルオープンし、ブランド認知のさらなる向上を目指してまいります。

2022 27.4億円

18.5億円2021

アジア
Asia

韓国・台湾ではキャンプ需要の高さは継続しており、直営店の拡大やキャンプイベントの

開催等により、販売網の強化及びブランド認知は順調に進展しております。これまで韓国

から越境ECや卸売にて販売を行ってきた中国については、2022年に合弁にて現地法

人を設立し、2023年より本格稼働を予定しております。台湾では今後の事業拡大を見据

え、2023年1月より現地法人化いたしました。今後は体験価値の提供強化のフェーズへ

シフトし、より強固な顧客基盤の構築を目指してまいります。

2022 49.5億円

32.1億円2021

欧州
Europe

2018年にSnow Peak London, Ltd.を設立し、2019年10月ロンドンに旗艦店をオー

プンして以来、キャンプシーンを中心とした販売戦略と現地企業とのタイアップによるブラ

ンド認知を図ってまいりました。2022年9月にはキャンプイベントSnow Peak Wayを初開

催するなど、お客様とのエンゲージメント強化にも注力いたしました。現在、直営店はロンド

ン1店舗のみではありますが、ドイツや北欧などEU圏内での卸売を主体とした販売網の構

築にも取り組んでおり、今後もブランド認知の拡大と顧客創造に注力してまいります。

2022 6.8億円

5.0億円2021

三重県いなべ市と包括連携協定を締結

複合型リゾート FIELD SUITE SPA HEADQUARTERS 開業
Snow Peak LIFE BIOTOPE STORE 二子玉川 開業

大垣共立銀行と包括連携協定を締結
Snow Peak SAPPORO FACTORY 開業

3月

4月

総合展示会 Snow Peak LIFE EXPO 2022 開催
Snow Peak LAND STATION TOKYO 開業

合弁会社 Snow Peak Nature (Beijing) Cultural Development Co., Ltd. 設立
Snow Peak Brooklyn 開業

7月

10月

5月
1）FIELD SUITE SPA HEADQUARTERS　2）Snow Peak LIFE EXPO 2022　3）Snow Peak LAND STATION TOKYO

1

2 3
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企業理念 Mission Statement 社会的使命 Our Mission

Outdoor Lifestyle から、 Outdoor Life Value へ。

2019年12月にスノーピークの社員一人ひとりが真北の方角へ向かうために最も大切にしてきたミッション“The Snow Peak Way”を改定しました。私たちの事業の目

的は、自然指向の生き方を提案し実現すること。しかし時代の変化にともなって、ミッションの中のライフスタイルという言葉が自分たちの気持ちに合わなくなってきました。

今私たちが提案しようとしているのは人生価値・ライフバリュー。人間性の回復、家族の幸福、友人や仲間とのつながり。これは正に人生の価値そのものです。ライフスタイ

ルを提案するブランドから、人生価値を創造するブランドへ。新たな一歩を踏み出し続けるスノーピークにご期待ください。

文明の進化が著しい現代社会は、ストレス増大など人間性の低下が危惧さ

れ、人間性を回復させたい欲求が高まり続けると当社は考えます。

自然の中で生きる力を育み、家族や友人とのコミュニケーションを深めるな

ど、「自然と人、人と人とのつながり」を提案しながら、人間性の回復と自然指

向の豊かなライフバリューを、衣食住働遊のすべてにおいて提供します。

高
低
度

高
低
度

時間

文明の進化

人間性の回復

人間性の低下

Outdoor Life Value.

人間性の回復と
自然指向のライフバリューの提供。

野遊び
プラットフォーム
コミュニティー

9 10



2023-2025 中期経営計画 ｜  全体像 Medium Term Plan 2023-2025 中期経営計画 ｜  数値目標 Medium Term Plan
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10,000

50,000
（百万円）

0

9,000

12,000

6,000

3,000

15,000
（百万円）

2023 2024 2025

売上（左軸）

営業利益（右軸）

＊ROE＝当該年度の当期純利益÷当該年度の株主資本
  （純資産 － 新株予約権 － 非支配株主持分）

2023年度の中期経営計画では、2025年までに売上500億円、営業利益97億円を計画。

海外戦略の強化に伴い、2025年までに海外売上比率約40%を計画。

ROEについては、営業利益率の改善と総資産回転率の維持向上に努めることで、16％以上の維持を計画。

36,000

42,300

5,000

7,200

50,000

9,700

海外売上比率

ROE＊

約40%
2025年までに 

16%
以上を維持

体験誘導強化による
キャンパー創造

スノーピークのキャンプ
スタイルの可視化

販売網の拡張・強化

スノーピークのキャンプ
スタイルの可視化

販売網の拡張・強化

その他の市場

販売網 拡大

（韓国）体験提供強化

（韓国・台湾・英国・EU・その他海外）

○ 成長戦略 新規キャンパー創出とロイヤルカスタマー化の実現

「成長戦略」 と 「経営基盤強化」 を並行して進め、
膨張なき成長を目指す。

サプライチェーン
最適化

経営管理体制
強化

人財戦略
強化

販売網の
見直し

○ 経営基盤強化 筋肉質な経営体質の実現

基本方針

日本 米国 中国
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スノーピークの目指す、 サステナビリティ経営とは。

マテリアリティマップ
（持続可能な成長のための重要課題） 

Sustainability Management

Materiality Map

スノーピークは自然指向のライフバリューや感動品質の製品の提供を通じて、持

続可能な社会への貢献と企業価値の持続的な向上を両軸で実現していくこと

を目指しております。人間性の回復を社会使命と捉え、野遊びを通じて人生価

値の向上を提供する企業として、あらゆる課題と真摯に向き合ってまいります。

「地球人」の育成
スノーピークの事業を通じて人も自然の一部だと気付き、自然と人
のつながりを大切にしながら世の中の変化を主体的に生み出すこ
とのできる人の育成

人間性の回復のための機会提供
自然と人をつなぐプラットフォーム・人と人をつなぐコミュニティの創
造、及び継続的な提供

生産者と消費者のつながり強化
生産工程までの背景を大切にし、その価値・想いを消費者へつな
げる機会の創造

「野遊び」を通じた人間性回復による、
現代社会が抱える社会課題への対応。

株主還元の基本方針
当社は、短期的な業績に連動させるのではなく、長

期的な観点から安定的・継続的に配当を維持する

ことを基本方針としております。現在、当社ビジネス

は成長局面にあるため、利益処分につきましては、

株主還元と投資活動に備えた内部留保のバランス

を取っていく方針であります。

株主優待制度
当社株式を１年以上継続して保有された株主様を

対象に株主優待券（株主優待電子クーポン）を進

呈しております。株主優待券（株主優待電子クーポ

ン）をご利用いただくと、当社商品等を販売価格か

ら15%割り引いたお値段でお買い上げいただくこと

ができます。当社製品、当社直営キャンプフィールド

にて提供しているサービスの他、当社キャンプフィー

ルド宿泊料金、キャンプフィールドが提供している宿

泊プラン、Snow Peak Eat 等の飲食代金にもご

利用いただけます。

スノーピークは自然と共生する豊かな人生価値を創造する企業として、すべての

製品を永久保証とし、長期的に利用いただける製品を届けることで「捨てる」を

減らすことに取り組んでまいりました。これからもサプライチェーンのすべてにおい

て環境負荷を減らし続けるための挑戦を続けてまいります。

スノーピークが考える商品開発を通じた
サステナビリティへの取り組み。

詳しくはこちら

スノーピークにとっての重要性

生産者と消費者の
つながり強化

高

高

「地球人」の育成

人間性の回復のための機会提供

は独自項目

株主還元 Return to Stockholders

配当実績　

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
（見込み）

1.25円

3.75円

6.25円 6.25円 6.25円 6.25円

10円

12円 12円

※2017年12月に1株につき2株の割合で株式分割を実施
※2021年12月に1株につき2株の割合で株式分割を実施

詳しくはこちら

優待のご案内にて、株主優待電子クーポン用QRコードをご郵送1

「店舗」で株主優待電子クーポンを提示 or 「ECサイト」でクーポンコードを入力2

優待のご案内

店舗 ECサイト 割引購入

株主様

15%
OFF

15%
OFF or 15%

OFF

※画像はイメージです

飢餓・貧困

サプライチェーン全体での水ストレス

腐敗防止

サプライチェーン全体での廃棄物・廃水

サプライチェーンの労働慣行 有害化学物質管理

ダイバーシティ、エクイティ&インクルージョン
地方創生・

コミュニティ支援

責任ある原材料調達

製品・サービスの品質・安全

公正な市場環境・
競争法違反防止

プライバシー・データ・セキュリティ

土壌汚染

大気汚染

製品カーボンフットプリント

自社の労働慣行
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会社概要

会社名

英語表記

創業

設立

資本金

従業員数

事業内容

店舗数

株式会社スノーピーク

Snow Peak, Inc.

1958年７月

1964年１月

27億7,931万円

697人（連結）※臨時従業員を除く

アウトドア製品の開発・製造・販売

アパレル製品の開発・製造・販売

直営店：45（日本：35）

インストア：74（日本：74）

ショップインショップ：257（日本：226）

エントリーストア：250（日本：247）

※2022年12月31日時点

決算メモ

事業年度

定時株主総会

期末配当金
受領株主確定日

1単元の株式数

証券コード

上場証券取引所

株主名簿管理人

公告方法

1月1日から12月31日まで

3月

12月31日

100株

7816

東証プライム

三井住友信託銀行株式会社

電子公告とする。ただし、事故その他

のやむを得ない事由によって電子公

告による公告ができない場合は、日本

経済新聞に掲載して行う。

事業所・グループ会社

株式会社 スノーピーク
〒955-0147 新潟県三条市中野原456 ｜ Tel. 0256-46-5858
https://www.snowpeak.co.jp

Company Overview

● 国内拠点

HEADQUARTERS（新潟県三条市）

Operation Core HQ2（新潟県見附市）

Tokyo HQ3（東京都渋谷区）

● 国内子会社・グループ会社

株式会社スノーピークウェル（新潟県見附市）

株式会社スノーピークビジネスソリューションズ（愛知県岡崎市）

株式会社スノーピーク地方創生コンサルティング（新潟県三条市）

株式会社スノーピーク白馬（長野県北安曇郡白馬村）

株式会社スノーピークローカルフーズ（新潟県三条市）

株式会社デスティネーション十勝（北海道帯広市）

株式会社キャンパーズアンドアングラーズ（北海道札幌市）

株式会社新潟デザイン＆キャピタル（新潟県新潟市）

● 海外拠点・子会社

Snow Peak Korea, Inc.（韓国ソウル特別市）

Snow Peak USA, Inc.（米国オレゴン州ポートランド）※Global HQ4

Snow Peak HOSPITALITY, LLC（米国オレゴン州ポートランド）

Snow Peak London, Limited.（英国ロンドン）

OPERATIONS CORE（米国オレゴン州ポートランド）

Snow Peak Nature （Beijing） Cultural Development Co., Ltd. （中国北京市）

Snow Peak Taiwan, Inc. （台湾台北市）

● キャンプフィールド

スノーピークヘッドクオーターズキャンプフィールド（新潟県三条市）

スノーピーク箕面キャンプフィールド（大阪府箕面市）

スノーピーク奥日田キャンプフィールド（大分県日田市）

スノーピーク十勝ポロシリキャンプフィールド（北海道帯広市）

スノーピークおち仁淀川キャンプフィールド（高知県高岡郡越知町）

スノーピーク土佐清水キャンプフィールド（高知県土佐清水市）

Snow Peak LAND STATION HAKUBA（長野県北安曇郡白馬村）
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